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宗

I 
I 毎月 1 ・ 15日肖茨祭
午前10時
高宮祭
第二宮•第三宮祭
引き続き

宗像訛国神社
月命日祭(1日）
巡拝(15 日）

午前 11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(1 5 日）

|1 日沖・中両宮春季大祭
午前11 時～
於＝大島・中津宮

|5日五月・浜宮祭
午前10時30分～
浜宮祭
於＝宗像市神湊浜宮

午前11 時～
五月祭
於＝宗像市江日五月宮

|27日沖津宮現地大祭
午前7時大島港出港
於＝沖ノ島・沖津宮

5月祭事暦

四
月
一
・
ニ
日
の
両
日
、
桜
花
爛
漫
の
も
と
春
季
大
祭
が
斎
行

さ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
。

三
月
二
十
九
日
に
は
、
早
朝
よ
り
地
元
総
代
並
び
に
協
力
会
の

奉
仕
に
よ
り
、
注
連
縄
・
紙
垂
の
新
調
、
織
立
て
、
本
殿
を
は
じ
め

各
所
の
紫
幕
張
等
の
大
祭
準
備
が
行
わ
れ
た
。

同
三
十
一
日
午
後
五
時
か
ら
総
社
地
主
祭
が
、
同
六
時
か
ら
は

宵
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
、
明
日
か
ら
の
大
祭
が
無
事
斎
行
さ
れ
る
よ

う
祈
念
さ
れ
た
。

四
月
一
日
午
前
十
一
時
、
小
雨
降
る
な
か
一
日
祭
が
斎
行
さ

れ
、
神
島
宮
司
が
国
家

鎮
護
・
皇
室
安
泰
・
五

穀
豊
穣
を
祈
念
す
る

祝
詞
を
奏
上
、
続
い
て

氏
子
会
を
代
表
し
て

花
田
正
三
氏
（
宗
像

市
）
が
奉
幣
詞
を
奏
上

し
た
。

次
い
で
、
主
埜
地
方

風
俗
舞
保
存
会
の
奉

仕
で
、
昭
和
天
皇
御
即

位
に
由
来
す
る
「
主
某

地
方
風
俗
舞
」
が
、
続

い
て
玄
海
中
学
校
女

子
生
徒
に
よ
る
「
浦
安

の
舞
」
が
優
雅
に
奉
奏

二
酸
化
炭
素
増
加
に
よ
る
地
球
温

暖
化
は
、
北
極
・
南
極
或
い
は
氷
河
の

氷
を
溶
か
し
、
海
面
上
昇
の
起
因
と
な

っ
て
い
る
。
海
抜
の
低
い
地
域
で
は
海

岸
の
浸
食
が
進
み
、
更
に
は
台
風
の
大

型
化
、
竜
巻
発
生
の
増
加
な
ど
世
界
中

の
環
境
が
変
化
し
て
い
る
。
近
年
、
我

国
で
も
異
常
気
象
が
頻
繁
に
起
こ
り
、

日
本
が
誇
る
四
季
も
変
化
し
つ
つ
あ

る
。
自
然
環
境
が
バ
ラ
ン
ス
を
保
て
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
温
暖

化
を
防
ぐ
―
つ
の
方
法
と
し
て
、
森
林

の
護
持
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

久
し
い
▼
日
本
は
他
国
と
比
較
す
る

と
森
林
が
多
く
‘
緑
豊
か
な
国
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
雑
木
が
生
息
す
る

場
所
は
国
土
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
し
か

無
く
、
も
っ
と
雑
木
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
。
自
然
環
境
に
お
い
て
は
こ
の
雑

木
が
重
要
で
、
杉
や
檜
な
ど
で
植
林
さ

れ
た
山
林
に
比
べ
、
遥
か
に
酸
素
濃
度

が
高
い
そ
う
だ
▼
雑
木
が
繁
茂
す
る

処
と
し
て
「
鎮
守
の
杜
」
が
あ
る
。
古
へ

よ
り
日
本
人
が
大
切
に
守
り
伝
え
て

来
た
、
全
国
津
々
浦
々
の
神
社
が
環
境

保
護
の
原
点
と
い
わ
れ
て
い
る
由
縁

で
あ
る
▼
某
大
臣
に
「
日
本
の
神
社
ほ

ど
森
林
を
大
事
に
し
て
い
る
宗
教
は

無
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
神
職
は
な
ぜ

そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
の
で
す
か
」

と
言
わ
れ
た
事
が
あ
る
。
今
ま
で
以
上

に
「
鎮
守
の
杜
」
の
大
切
さ
を
広
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
社
の
果
す
役
割

は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

(
M
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A
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さ
れ
た
。
三
一
月
十
五
日
に
、
皇
室
へ
献
上
申
i
祈
念
さ
れ
た
。

主
基
地
方
風
俗
舞
：
し
上
げ
た
若
布
を
採
取
さ
れ
た
奉
一
午
後
一
一
時
か
ら
は
本
殿
で
献
茶

保
存
会
で
は
、
伝
統
文
i
仕
者
に
対
し
、
宮
司
よ
り
感
謝
状
]
宗
が
執
り
行
わ
れ
、
毎
週
熱
心
に

化
を
通
じ
て
の
青
少
年
ー
と
記
念
品
が
贈
星
さ
れ
た
。
＿
茶
道
を
学
ん
で
い
る
当
大
社
巫
女

育
成
も
大
切
な
活
動
二
日
祭
終
了
後
、
第
二
宮
、
第
三
ー
が
、
南
坊
流
の
惟
紗
捌
き
も
優
美

方
針
で
あ
る
。
近
年
若
]
百
‘
宗
像
護
国
神
社
へ
と
宮
司
以
i
に
御
点
前
を
披
露
し
、
た
て
ら
れ

い
会
員
の
入
会
も
あ
下
各
神
職
・
参
列
者
が
参
進
、
各
祭
た
御
茶
は
斎
主
に
よ
り
神
前
に
献

り
、
本
年
は
中
学
生
二
場
で
春
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
げ
ら
れ
た
。

名
を
含
む
地
元
田
島
宗
像
護
国
神
社
祭
で
は
、
福
岡
か
く
し
て
三
日
間
に
亘
る
春
季

地
区
の
青
年
四
名
が
i
県
護
国
神
社
田
村
豊
彦
権
宮
司
、
i
大
祭
は
滞
り
無
く
終
了
し
た
。
当

奉
仕
し
た
。
一
宗
像
祖
霊
社
越
智
珍
友
宮
司
を
は
一
大
社
の
春
季
大
祭
は
、
そ
の
年
の

翌
日
二
日
は
晴
天
ー
じ
め
、
宗
像
・
福
津
両
市
の
遺
族
等
一
五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
「
祈
年
祭
」

に
恵
ま
れ
、
午
前
十
一
―10
0
余
名
が
参
列
す
る
中
、
護
一
要
素
の
み
な
ら
ず
、
漁
業
を
は
じ

時
か
ら
二
日
祭
が
斎
二
国
の
英
霊
を
お
慰
め
申
上
げ
る
と
一
め
商
工
業
な
ど
種
々
の
産
業
の
安

行
さ
れ
、
海
上
安
全
・
一
共
に
、
恒
久
平
和
が
祈
念
さ
れ
た
。
一
全
と
繁
栄
を
も
祈
念
致
し
て
お

大
漁
満
足
が
祈
念
さ
ー
ま
た
同
刻
、
儀
式
殿
で
は
交
通
一
り
、
関
係
者
多
数
の
御
参
列
を
い

れ
た
。
安
全
講
社
祭
が
斎
行
さ
れ
、
講
員
i
た
だ
き
新
年
度
を
迎
え
る
に
相
応

祭
典
後
に
は
本
年
一
皆
様
の
今
年
一
年
の
交
通
安
全
も
：
し
い
祭
典
と
な
っ
た
。
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K
し

各
奉
仕
者
、
表
彰
者
は
左
記
の
通
り

◆
氏
子
奉
幣
使

花
田
正
三
氏
（
宗
像
市
）

◆
主
基
地
方
風
俗
舞
奉
仕
者

清
水
陽
介
（
舞
方
）

深
田
龍
介
（
＂
）

楠
悠
一
郎
（
＂
）

大
森
康
平
（
＂
）

石
津
典
秀
（
歌
方
）

吉
田
敏
幸
（
＂
）

岩
佐
洋
一
（
＂
）

中
野
正
徳
（
＂
）

吉
武
倫
彦
（
＂
）

◆
浦
安
舞
奉
仕
者

権
田
汐
里
（
玄
海
中
学
二
年
生
）

添
田
葵
（
＂
）

朝
長
郁
美
（
＂
）

松
尾
彩
菜
（
＂
）

◆
若
布
献
上
表
彰
者

船
越
勇
治
（
宗
像
漁
協
•
本
所
）

藤
島
正
浩
（
＂
）

沖
西
一
宏
（
＂
大
島
支
所
）

丸
井
初
（
＂
）

前
田
浩
昌
（
＂
地
ノ
島
支
所
）

奥
佳
寛
（
＂
）

田
畑
政
義
（
＂
福
間
支
所
）

広
渡
紀
之
（
＂
）

北
野
隆
一
（
鐘
崎
漁
協
）

石
橋
守
生
（
＂
）

浜
栄
次
（
津
屋
崎
漁
協
）

赤
間
幸
明
（
＂
）
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｀
吟
泳

春
麗
ら
か
な
陽
気
と
な
っ
た
四
]
の
美
声
に
聴
き
入
り
暫

月
七
日
、
第
二
十
九
回
と
な
る
春
：
し
足
を
止
め
る
様
子
が

季
恒
例
の
神
賑
行
事
奉
納
吟
詠
大
·
見
ら
れ
た
。

会
が
開
催
さ
れ
た
。
（
主
催1
1

鶴
洲
一
献
吟
後
、
一
同
は
清

流
、
宗
家
1
1

河
野
鶴
洲
）
i
明
殿
へ
と
移
動
し
式
典

午
前
十
一
時
、
当
大
社
本
殿
に
一
が
開
会
さ
れ
宗
家
・
河

近
隣
地
区
よ
り
同
会
会
員
約
七
十
．
野
鶴
洲
氏
の
挨
拶
に
続

名
が
参
集
し
正
式
参
拝
並
び
奉
納
．
き
、
当
大
社
神
島
宮
司

合
吟
が
行
わ
れ
お
祓
い
の
後
、
松
一
よ
り
永
年
斯
道
の
興
隆

口
月
城
先
生
作
「
宗
像
宮
」
を
宗
家
一
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に

に
続
き
会
員
一
同
で
合
吟
さ
れ
、
—
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ま
だ
桜
の
残
る
境
内
に
朗
々
と
し
．
呈
さ
れ
た
。

た
声
が
響
き
渡
る
と
、
週
末
で
賑
~
そ
の
後
、
会
員
各
々
が
順
次
日

い
を
み
せ
た
多
く
の
参
拝
者
も
そ
．
頃
鍛
え
た
自
慢
の
喉
で
吟
題
に
沿

っ
た
吟
詠
が
披
露
さ
れ

一
た
。
午
後
三
時
に
は
当
大

一
社
に
お
け
る
日
程
の
全

て
を
終
え
、
一
同
バ
ス
に

て
直
会
会
場
へ
と
移
動

し
た
。こ

の
奉
納
吟
詠
大
会

も
来
年
で
三
十
回
と
な

る
、
更
に
盛
大
な
記
念
大

会
と
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

か
ね
お
か
く
じ
ゅ
ん

兼
尾
鶴
純

し
み
ず
清
水
翁
洲

条

釈
尊
生
誕
祭

ー
宗
像
大
社S
鎮
国
寺
ま
で
を
稚
児
行
列
ー

弘
法
大
師
（
空
海
）
が
中
国
よ

り
帰
朝
後
、
先
ず
宗
像
大
社
に
参

拝
し
、
大
同
元
年
（
八
0
六
年
）
日

本
で
最
初
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
真
言
宗
の
古
刹
鎮
国
寺
（
立

5.. 

部
祐
道
住
職
）
は
当
大
社
の
神
宮

寺
で
も
あ
る
。

ま
た
同
寺
は
梅
・
桜
な
ど
の
花
の

名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、
昨
年
よ
り

四
月
に
宗
像
観
光
協
会
の
主
催
に

よ
る
「
花
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
本
年
は
四
月
八
日
（
日
）
に

お
釈
迦
様
の
生
誕
を
祝
う
「
鎮
国

寺
釈
尊
生
誕
祭
稚
児
行
列
」
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
一
―
五
名
の
稚
児
行
列

参
加
者
が
宗
像
大
社
に
集
合
。
本

言
｀
ヽ
・

一｀
一

殿
で
正
式
参
拝
後
、
鎮
国
寺
副
住

職
立
部
瑞
真
氏
、
福
岡
県
議
会
議

員
山
田
勝
智
氏
、
宗
像
市
々
長
谷

井
博
美
氏
が
神
馬
に
跨
り
鎮
国
寺

ま
で
御
神
幸
を
行
っ
た
。
御
神
幸
で

は
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
々
長
小

林
栄
二
氏
を
始
め
会
員
も
装
束
を

着
け
て
誘
導
に
あ
た
る
と
共
に
大

行
列
の
中
に
父
母
や
宗
像
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
団
員
も
参
列
し
、
賑
や
か

に
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
た
。

鎮
国
寺
に
到
着
後
、
立
部
副
住

職
に
よ
り
祈
願
が
行
わ
れ
、
お
釈
迦

様
の
「
誕
生
仏
」
に
甘
茶
を
か
け
て

祝
う
儀
式
が
行
わ
れ
て
後
、
参
加

者
全
員
に
甘
茶
が
振
舞
わ
れ
た
。

ま
た
鎮
国
寺
境
内
に
は
特
設
ス

テ
ー
ジ
が
作
ら
れ
、
歌
謡
シ
ョ
ー
等

が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
地
元
の
特
産

物
販
売
が
行
わ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
る
中
、
桜
舞
い
散
る
境
内
で
春
の

訪
れ
を
満
喫
し
て
い
た
。
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世
界
遺
産
へ
ま
た
―
つ
前
進

—-

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で

｛
会 ・

宗
像
・
福
津
両
市
と
市
民
が
、
共
し
た
参
加
者
は
、
郷
土
宗
像
の
歴

一
同
で
世
界
遺
産
登
録
活
動
を
進
め
一
史
と
伝
統
や
文
化
、
世
界
や
日
本
i

て
い
る
「
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
を
視
野
に
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観

i
の
文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
広
i
点
か
ら
果
た
す
べ
き
宗
像
の
意
義
一

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
三
月
＋
と
役
割
、
そ
し
て
宗
像
大
社
が
こ

八
日
「
沖
ノ
島
を
世
界
遺
産
に
」
の
宗
像
と
い
う
地
域
に
と
っ
て
如

．
（
主
催1
1

宗
像
市
、
共
催
I
I
R
K
B

．
何
な
る
存
在
で
あ
る
か
な
ど
、
改

毎
日
放
送
、
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
、
沖
め
て
認
識
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

：
ノ
島
物
語
実
行
委
員
会
）
を
テ
ー
·
講
演
終
了
後
受
け
付
け
た
世
界
遺
i

マ
と
し
た
講
演
会
が
、
宗
像
ユ
リ
産
登
録
活
動
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
も

i
ッ
ク
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
｝
多
数
の
方
が
登
録
、
着
実
な
成
果
[

]
講
演
会
に
は
市
内
外
か
ら
約
八
一
を
上
げ
た
。

二
〗
0
人
が
参
加
、
吉
村
作
治
先
生
、
―
な
お
講
演
内
容
の
要
約
は
次
の
・

関
百
合
子
女
史
、
中
川
武
先
生
、
そ
]
迪
り
で
あ
る
。
（
講
演
の
順
番
通
り
）

『
し
て
当
大
社
学
芸
員
の
重
住
真
紀
i
―
わ
り
を
も
っ
て
四
十
年
に
な
り
ま

．
子
の
講
師
四
名
か
ら
、
そ
の
魅
力
「
世
界
遺
産
か
ら
見
た
宗
像
大
社
」
：
す
。
四
十
年
か
か
っ
て
世
界
に
認

」
が
熱
く
語
ら
れ
、
そ
の
実
現
に
は
・
サ
イ
バ
ー
大
学
吉
村
作
治
学
長
」
知
さ
れ
ま
し
た
。

．
登
録
運
動
へ
の
市
民
の
理
解
を
更
私
が
宗
像
と
沖
ノ
島
に
出
会
っ
]
周
り
の
環
境
や
自
然
に
影
響
さ

i
に
高
め
て
い
く
必
要
性
が
重
要
で
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
四
年
前
。
そ
れ
一
れ
る
文
明
や
文
化
で
す
が
、
「
お
言

i
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。
i
以
来
「
み
あ
れ
祭
」
な
ど
宗
像
大
社
：
わ
ず
様
」
と
し
て
地
元
の
人
が
守

一
各
講
師
の
講
演
を
熱
心
に
拝
聴
i
の
神
事
に
参
加
し
、
沖
ノ
島
の
文
：
り
続
け
て
き
た
沖
ノ
島
は
、
ま
さ

一
化
的
価
値
が
高
い
こ
と
、
ま
た
世
一
に
「
海
の
正
倉
院
」
と
称
さ
れ
る
に

」
界
に
誇
れ
る
貴
重
な
歴
史
的
財
産
：
ふ
さ
わ
し
い
価
値
が
あ
り
、
日
本

一
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
世
界
i
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

一
遺
産
登
録
活
動
に
も
関
わ
り
を
も
．
ま
た
、
「
沖
ノ
島
を
世
界
遺
産

一
っ
て
き
ま
し
た
。
に
」
と
い
う
活
動
が
、
行
政
だ
け

一
今
回
、
沖
ノ
島
が
世
界
遺
産
登
]
で
な
く
、
市
民
運
動
で
行
わ
れ
て

一
録
の
国
内
暫
定
リ
ス
ト
掲
載
を
逃
i
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
国
内
で

：
し
た
と
は
い
え
、
凹
年
前
に
は
じ
一
も
市
民
運
動
の
盛
り
上
が
り
を

一
め
た
活
動
と
し
て
は
、
立
派
な
も
一
見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど

ー
の
で
す
。
私
は
エ
ジ
プ
ト
と
の
関
一
あ
り
ま
せ
ん
。
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皆
さ
ん
の
も
う
一
押
し
で
、
次
産
条
約
の
成
立
か
ら
二
十
年
遅
制
が
と
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
を
埜
た
。
作
業
を
終
え
て
国
宝
一
括
指
し
た
。
沖
ノ
島
や
宗
像
の
神
様
を

は
暫
定
リ
ス
ト
掲
載
へ
の
道
が
開
ー
れ
て
参
加
、
現
在
十
三
件
が
登
録
i
準
に
審
査
し
ま
し
た
0

i
定
を
受
け
た
こ
と
で
、
今
後
は
さ
．
崇
敬
し
た
人
々
の
敬
虔
な
心
を
実

か
れ
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
i
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
i
ら
に
気
を
引
き
締
め
て
保
全
に
務
ー
感
で
き
、
大
変
有
意
義
に
思
っ
て

り
ま
し
ょ
う
。
一
宗
像
市
か
ら
も
申
請
さ
れ
た
国
一
「
沖
i
二
皇
i
祭
祀
遺
跡
出
土
品
の
：
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
を
新
·
い
ま
す
。

·
内
暫
定
リ
ス
ト
審
査
に
は
全
国
か
轄
面

H
r業
に
つ
い
て
」
た
に
し
て
い
ま
す
。

「
世
界
遺
産
の
現
状
と
課
題
」
ら
2
4件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
宗
像
大
社
文
化
財
管
理
事
務
局
「
海
の
聖
域
空
問
と
し
て
の

文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
世
界
遺
産
登
録
は
、
人
類
共
通
重
住
真
貴
子
学
芸
員
＇
↓
し

9

；
心
f
↓
宗
像
大
社
の
三
宮
構
成
の
特
質
」

関
百
合
子
課
長
補
佐
一
の
遺
産
を
み
ん
な
に
一
国
宝
一
括
指
定
へ
向
け
た
沖
i
ゃ

L
i
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
周
知
し
て
、
み
ー
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
品
の
整
』
＇
、
＇
よ
中
川
武
教
授

い
る
の
は
八
―
―
1
0
件
。
日
ん
な
で
守
っ
＿
理
作
業
に
、
平
成
十
三
年
か
＇
J
凡
｀
討
宗
像
の
登
録
活
動
の
応
援

本
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
一
て
い
こ
う
と
ら
五
年
間
携
わ
っ
て
き
ま
＼

c

〗
[
団
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

い
う
こ
と
が
一
し
た
。
·
"
、

,
Si
先
程
「
日
本
の
な
か
で
も
あ

韮
本
姿
勢
で
一
国
宝
指
定
手
続
き
の
J
．
ざ
ま
り
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
沖

~
-

す
。
登
録
が
最
一
た
め
の
作
業
は
、
ひ
と
あ
i
｛
ノ
島
」
と
、
文
化
庁
の
関

終
目
的
で
な
―
つ
び
と
つ
が
地
道
な
i
~
・
｛
さ
ん
が
話
さ
れ
た
よ
う

く
、
ど
う
守
っ
一
手
作
業
。
貴
重
な
出
土
i
ー
・
｛
＂
一
に
、
沖
ノ
島
な
ど
宗
像
大

て
い
く
べ
き
も
―
品
に
番
号
を
つ
け
て
＿
｛
。
社
の
三
宮
構
成
は
非
常

の
な
の
か
、
そ
一
ぃ
き
、
必
要
な
も
の
に
＿
】
で
に
興
味
深
い
も
の
で
す
。

の
保
存
管
理
―
つ
い
て
は
、
寸
法
の
計
i
`
,
t

.
r
2

な
ぜ
‘
沖
ノ
島
（
沖
津
宮
）

体
制
を
し
っ
か
一
測
、
発
掘
調
査
報
告
書
と
、
四
し
む
＂
と
大
島
（
中
津
宮
）
、
九
州

り
さ
せ
る
も
一
の
つ
き
合
わ
せ
を
し
て
、
ー
逗
本
土
の
田
島
（
辺
津
宮
1
1
-

の
で
も
あ
り
一
学
術
的
意
義
を
確
認
し
な
冨
｛
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
宗
像

ま
す
。
」
が
ら
整
理
し
て
い
き
ま
し
た
。
一
卜
兄
大
社
）
の
三
宮
が
置
か
れ
た
の
か

今
回
は
、
①
こ
の
作
業
で
は
、
古
墳
時
代
か
~
[
#
\
、
を
、
こ
れ
か
ら
学
術
的
に
明
ら
か
に

国
内
に
同
じ
よ
一
ら
平
安
時
代
中
期
の
祭
祀
遺
跡
出
一
ぐ
＂
，
＋
，
f
-
i
」
-
し
て
い
き
た
い
。

う
な
も
の
が
な
一
土
品
の
総
数
が
約

8

万
点
で
あ
る
一
．
一
海
神
の
登
場
な
ど
、
海
に
ま
つ
わ

い
文
化
遺
産
か
i
こ
と
や
、
同
出
土
品
の
す
べ
て
が
i
ま
た
、
作
業
の
折
々
で
は
、
優
品
る
信
仰
や
世
界
宗
教
と
の
関
係
、

②
資
産
の
真
実
国
宝
指
定
と
な
り
得
る
価
値
が
あ
を
惜
し
気
も
な
く
捧
げ
て
祭
祀
を
地
域
の
独
自
性
と
共
通
性
な
ど
、

性
が
は
っ
き
り
一
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
同
出
土
品
行
っ
た
古
代
人
の
篤
い
心
を
想
起
一
海
に
対
す
る
尊
敬
や
畏
怖
（
い
ふ
）
、

し
て
い
る
か
③
の
内
訳
と
個
々
の
数
も
明
ら
か
に
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
奉
献
品
が
現
代
農
業
の
恵
み
を
あ
わ
せ
て
見
て
い

万
全
の
保
存
体
ー
な
り
、
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し
ー
に
蘇
っ
て
い
る
奇
跡
に
驚
嘆
し
ま
一
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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4月 1 日付で、神職 1 名巫女5名の計6名の職員が新たに加わリましたので、下記の通り、ご紹介致します。

I ①名前 ②生年月日 ③出身 ④経歴（学歴） ⑤特技（趣味） ⑥抱負 I 

神職
いき たかとし

①壼岐責寿
②昭和52年6月 25 日
③宮崎県児湯郡
④國學院大学文学部神道学科
⑤ゴルフ・映画鑑賞
⑥宇佐神宮にて、 7 年間奉
職させて頂いた経験を宗
像大社で生かせればと思
っています。
宗像大神様と宇佐神宮二
之御殿の大神様が同じ神
様という事、また学生時
代に助勤にて奉職させて
頂いた神社という事で強
い縁というものを感じて
おります。

巫女
こばやしひとみ

①小林瞳
②昭和63年 10月 31 日
③宗像市牟田尻
④岡山県立倉敷中央高等学校
家政科

⑤クラリネット（中学・高校
と吹奏楽部でした）
⑥こまやかな気配りがで
き、素早く的確な仕事の
出来る巫女になりたいと
思います。

巫女
おおつぼ みすず

①大坪美鈴
②昭和63年12月 17日
③福岡県宗像市自由ヶ丘
④私立折尾愛真高等学校
福祉コース

..... ~⑤特技…ペットメイキング
（介護福祉士ヘル
パー2級難病ヘル
パー）

趣味…読書
⑥目配リ、気配り、心配りが
出来るような巫女さんに
なりたいです。

巫女
しのはら あいリ

①篠原愛里
②昭和63年8月 22 日
③宗像市光岡
④私立折尾愛真高等学校
商業科コース

⑤球技全般。特にパスケッ
トポール、パレーポール
簿記3級、ワープロ 3級、
情報処理3級、電卓2級。

⑥立派な巫女になれるよう
に一生懸命頑張りたいと
思います。

巫女
ながしま

①永島のどか
②昭和63年 11 月 17 日
③宗像市神湊
④福岡県立水産高等学校
海洋科 I 組

マリン技術コース
⑤パスケットポール、ダイ
ピング（スクーパダイパ
ー、アドパンスダイパー
の免許取得）

⑥父は神湊で『弥生丸』とい
う船で父と兄、叔父と漁
師をしています。早く仕
事になれて、一人前の巫
女になれるように頑張リ
たいと思います。

ス
の
っ

一
級
て
張

コ
、

2

し
頑

O
B
ス
級
第
と
て

女

2

ネ

2

定
女
つ

月
ジ
第
検
巫
持
式

み
2

町
校
ピ
定
務
の
を
で

巫
紅
王
雷
雲
伍

犀
生
和
賀
賀
通
理
報
一
像
覚
し

ぁ
麻
昭
遠
遠
普
料
情
ワ
宗
自
て

①
②
③
④
⑤
⑥
 

湿
富
ぷ
軍

[
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；
ん
る
男
は
椅
子
に
座
し
三
人
い
た
。

さ
ら
さ

一
そ
の
体
に
は
花
布
（
更
紗
、
人
物
、
鳥

―
獣
、
花
井
な
ど
種
々
の
多
彩
な
模
を

i
手
描
き
、
あ
る
い
は
木
板
や
銅
版
を

な
っ
せ
ん

一
用
い
て
捺
染
し
た
綿
布
、
ジ
ャ
ワ
更

一
紗
）
を
ま
き
つ
か
せ
、
頭
も
花
布
で
包

「
南
海
紀
聞
」
の
中
で
、
著
者
の
青
i
名
が
の
り
、
皆
、
裸
だ
っ
た
。
言
葉
は
通
；
を
つ
な
い
だ
。
こ
こ
が
頭
目
の
い
る
と
：
ん
で
、
刀
を
帯
て
い
た
。
そ
の
左
側
の

あ
ん

木
定
遠
が
「
按
に
宝
暦
七
年
六
月
i
じ
な
い
が
、
身
振
り
で
漂
着
し
て
き
た
ー
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
＿
老
人
が
金
兵
衛
の
髪
に
峡
子

i
こ
う
が
い

（
正
し
く
は
延
宝
八
年
庚
申
五
月
）
も
の
と
分
か
っ
た
。
こ
の
船
は
琉
球
へ
そ
こ
に
は
約
二
、
三
百
余
戸
の
家
』
（
痒
？
）
を
さ
し
居
た
る
を
見
て

ば
た
ん

に
日
向
に
漂
着
せ
し
巴
旦
の
船
も
籐
i
漂
着
し
た
時
に
、
二
名
が
病
死
し
て
ー
が
あ
り
。
家
は
川
筋
に
建
て
ら
れ
て
い
i
「
び
っ
ほ
ん
」
（
日
本
な
り
）
と
云
っ
た
。

ょ

を
以
て
縛
着
せ
り
と
ぞ
」
と
書
い
て
i
い
る
。
妖
肥
か
ら
長
崎
へ
送
ら
れ
、
便
：
る
。
家
の
高
さ
は
三
丈
ば
か
り
で
、
梯
」
此
時
、
初
め
て
日
本
人
で
あ
る
こ
と

―
し
こ

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
「
日
向
漂
船
を
待
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
十
二
名
子
で
登
り
降
り
を
す
る
。
屋
上
は
あ
が
相
手
に
分
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ

着
船
は
「
日
本
漂
流
誌
」
（
相
川
広
一
が
病
死
し
、
六
名
が
生
き
残
り
、
十
：
た
ふ
の
苫
で
葺
き
、
壁
は
片
籐
を
編
一
の
言
葉
は
全
然
通
じ
な
か
っ
た
。
右

秋
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る0
!
月
に
オ
ラ
ン
ダ
船
で
送
り
返
え
さ
れ
一
ん
で
張
り
、
塗
壁
ー
の
老
人
は
我
々
を
つ
れ
て
き
た

日
向
妖
肥
へ
漂
着
し
た
の
は
巴
旦
船
た
。
彼
ら
は
好
ん
で
犬
を
食
べ
、
風
俗
は
な
い
。
ま
た
大
き
；
皿
皿
一
ゎ
者
に
、
何
こ
と
か
こ
ま
か
く
言

* 

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
の
島
嶼
）
で
、
籐
蔓
一
習
慣
す
べ
て
異
様
だ
っ
た
の
で
、
日
本
な
筏
を
浮
か
べ
、
杭
J

u

『
”
つ
け
て
い
た
。
導
か
れ
て
役
所

つ
な
し
ー
＇
｀
＇
乙
か

を
ま
き
、
船
は
長
さ
四
丈
（
約
十
二
i
人
を
驚
か
し
た
が
、
病
死
す
る
の
も
、
·
を
立
て
て
繋
ぎ
停

1
"
r

ェ
を
出
て
、
十
町
ば
か
り
の
と
こ

i
ー
・
い
＂
い
＂
，

介
6

m
)、
幅
一
丈
ほ
ど
の
小
型
で
、
十
八
i
こ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
た
」
i
め
、
そ
の
上
に
家
を
＼
＂
q
i

_
1

ー
ろ
に
空
家
が
あ
り
、
そ
こ
に
二

L

-

話
を
続
け
よ
う
。
す
で
に
渚
を
漕
ー
つ
く
っ
て
居
住
す
る

r

～
十
人
は
入
れ
ら
れ
て
、
黒
坊
三

し
よ
く

ぎ
は
な
れ
、
順
風
に
乗
っ
て
五
昼
夜
i
も
の
も
あ
る
。
J
人
が
見
張
っ
た
。
頭
目
よ
り
蜀

し
ょ

で
、
幅
五
、
六
町
（
一
町
約
一0
九
m

一
黒
坊
一
人
が
陸
に
あ
が
っ
て
い
一
稜
（
モ
ロ
コ
シ
キ
ビ
）
二
包
が
贈

強
）
ば
か
り
の
川
口
に
入
っ
た
。
川
日
ー
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
数
人
が
出
て
ら
れ
た
。

か
ら
五
、
六
里
の
と
こ
ろ
、
カ
ラ
カ
ン
一
き
て
、
二
十
人
は
、
役
所
に
連
れ
て
い
~
そ
の
翌
日
、
早
く
か
ら
黒
坊
た
ち

が
ま
え

（
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
南
海
）
に
着
き
、
船
一
か
れ
た
。
そ
の
構
（
つ
く
り
）
は
四
周
こ
か
手
に
手
に
材
木
を
持
運
ん
で
、
三

を
板
で
囲
み
、
中
央
に
大
き
な
扉
が
―
間
に
七
間
ほ
ど
の
小
屋
を
作
っ
て
、
こ

召
諺
喜
弦
の
像
竺
只
の
[
汀
汀
い
口
汀
日

□

r

き
り
、
石
火
矢
（
大
砲
）
の
筒
口
が
出
一
椰
子
を
削
っ
た
柵
で
囲
っ
た
。
土
鍋

叫ベ
-
"
汀
[
[
い
6

日
伍
且
汀
口

ャ
J9一
｀
に
任
せ
、
梯
子
を
昇
っ
た
。
頭
目
と
見
：
ら
び
粉
）
の
如
き
で
あ
っ
た
。

（続）
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い
し
い
た
だ
し
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北
九
州
市
八
吉
田
ウ
ト
子

笹
原
に
す
く
と
伸
び
立
つ
さ
蕨
の
渦
の
綿
毛
は
金
に
け
ぶ
ら
ふ

メ
ー
ジ
を
生
か
す
に
は
、
初
旬
を
草
原
と
し
た
い
。
宮
柊
二
に
〈
む
ら
さ

田
[
ぃ
烹
老
這
讐
逝
か
ん
と
す
る
か
庭
す
み
の
登
が
ぁ
菟

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

一
月
の
北
京
の
空
は
晴
れ
わ
た
り
街
ゆ
く
我
も
コ
ー
ト
ぬ
ぎ
た
り

百
一
北
京
の
風
物
を
堪
能
し
た
で
あ
ろ
う
、
作
者
の
姿
が
見
え
る
。

北
九
州
市
戸
畑
田
中
ハ
ッ
セ

ガ
ラ
ス
こ
し
風
の
唸
り
の
聞
え
く
る
ビ
ル
＋
階
の
薄
茶
の
席
に

一
評
~
一
吹
く
風
は
春
一
番
か
、
動
中
静
あ
り
の
ひ
と
と
き
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

わ
が
妻
の
庭
の
行
き
来
を
妨
げ
る
日
向
水
木
は
低
く
剪
ら
れ
ぬ

百
一
日
向
水
木
を
切
っ
た
の
は
妻
か
、
そ
れ
を
惜
し
む
作
者
。
日
常
の
一
駒
の
景
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

早
春
の
畑
に
萌
ゆ
る
浅
葱
を
刻
み
て
入
れ
る
今
朝
の
味
噌
汁

＿
評
一
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
自
分
で
食
べ
る
。
よ
ろ
こ
び
の
ひ
と
と
き
で
あ
る
。

宗
像
市
久
巻
桔
梗

て
い
て
い

第
二
宮
第
三
宮
と
高
宮
は
こ
ち
ら
と
大
き
矢
羽
根
が
示
す

社
を
素
材
と
し
て
詠
う
意
欲
は
買
う
が
、
こ
の
一
首
、
大
き
矢
羽
根
だ
け
で
は

匿
町
を
詠
い
た
い
か
判
ら
な
い
。
簡
素
化
の
大
切
だ
が
、
過
ぎ
な
い
よ
う
に
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

や
ぶ
椿
を
捨
び
て
枯
木
の
枝
に
さ
し
公
園
掃
除
の
娼
は
笑
ま
ふ

句
二
句
の
破
調
は
う
た
の
内
容
を
損
ね
る
の
で
、
「
や
ぶ
椿
を
」
の
を
、
取

回
げ
か
、
「
落
ち
て
ゐ
し
椿
の
花
を
」
と
定
型
に
す
る
努
力
を
。

田

幡

J
 

｀
ー
一
●

＃
四
九
回

狂
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

宗
像
市
田
野
森
甲
子

赤
白
を
交
互
に
植
ゑ
し
策
牡
丹
の
穂
先
は
一
斉
に
春
の
陽
を
追
ふ

斉
に
」
で
は
揃
い
過
ぎ
て
人
工
的
に
な
る
し
、
穂
先
も
お
か
し
い
の
で

o
o
:累
れ
ぞ
れ
に
」
と
し
た
い
。

宗
像
市
東
旭
が
丘
天
野
玲
子

大
学
を
卒
業
ま
近
の
孫
の
声
電
話
に
聞
け
ば
青
年
の
声

百
一
あ
た
り
前
と
言
え
ば
当
た
り
前
だ
が
、
そ
こ
に
驚
き
と
お
か
し
み
が
あ
る
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

び
た
す
ら
に
手
光
今
川
に
沿
い
な
が
ら
春
の
H

ざ
し
を
眩
し
み
歩
く

＿
評
一
「
ひ
た
す
ら
に
」
と
言
は
し
め
た
背
後
は
何
だ
ろ
う
か
。

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

わ
が
里
の
緑
濃
き
丘
削
ら
れ
て
氷
雨
降
る
日
も
土
を
連
べ
り

＿
評
一
乱
開
発
に
失
わ
れ
て
ゆ
く
様
を
嘆
く
声
が
聞
え
て
く
る
。

宗
像
市
大
島
杉
田
轄
子

勝
島
の
根
に
白
波
の
打
ち
上
ぐ
る
彼
岸
時
化
ら
し
毎
年
の
こ
と

＿
評
~
一
島
を
め
ぐ
る
季
節
を
熟
知
す
る
作
者
な
ら
で
は
の
一
首
。

区

福
岡
市
南
井
田
有
久
衣

わ
れ
の
弾
く
ピ
ア
ノ
に
合
せ
認
知
症
の
老
女
は
歌
う
か
細
き
声
で

＿
評
一
か
く
し
て
二
人
に
お
と
ず
れ
る
ハ
ッ
ピ
ー
な
ひ
と
時
で
あ
る

宗
像
市
池
森
龍
子

芍
薬
の
芽
が
持
ち
上
ぐ
る
球
楷
に
春
の
小
雨
は
音
な
く
浸
み
る

百
一
「
音
な
く
」
が
常
套
的
な
表
現
。
「
朝
よ
り
春
の
小
雨
は
浸
み
る
」
。

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

こ
の
春
の
花
見
は
一
人
図
書
館
の
窓
よ
り
な
が
む
淡
き
紅
色

＿
評
一
宿
病
を
持
つ
作
者
か
、
「
一
人
図
書
館
の
」
が
か
な
し
み
を
呼
ぶ
。

四時歌IIn に碑
見しの
して辺
雪 1次の
山咀日
照け当
らるる
す殿石
こもを
と由離
も々れ
なしざ
くくり
J::てあ
弦北か
五日ね
日本一
の海つ
月沿が
沈び生
み汽き
た車残
りにり
過ゐ
ぎて

緊
桑；—＝
ふL3

::’勺

田

年
度
始
め
の

」
先
月
号
に
、
購

読
料
納
入
の
振
込
み
用
紙
を
同
封
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
現

在
続
々
と
入
金
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
者
と
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
▼
さ
て
、
先
月
は
沖
ノ
島
勤
務

で
し
た
。
周
知
の
通
り
平
素
は
た
っ
た

＿
人
で
過
ご
す
の
で
す
が
、
今
回
は

島
で
様
々
な
工
事
が
始
ま
り
、
プ
レ

ハ
プ
小
屋
が
い
く
つ
も
建
ち
、
多
い

時
で
二
十
人
、
少
な
い
時
で
も
七
、
ハ

人
と
常
に
誰
か
い
る
と
い
っ
た
い
つ

も
と
違
う
勤
務
で
し
た
。
始
動
し
た

ば
か
り
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
何
日
も
風

呂
に
入
れ
な
い
と
い
っ
た
厳
し
い
状

況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
島
に
い
る
者

同
士
三
食
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
、
そ

れ
ぞ
れ
職
務
は
違
い
ま
す
が
、
妙
な

連
帯
感
が
生
ま
れ
明
る
い
気
持
ち
で

過
ご
せ
ま
し
た
▼
し
か
し
、
し
か
し

帰
社
後
の
宗
像
大
社
の
面
々
と
対
面

し
た
時
の
安
堵
感
、
ゆ
っ
く
り
と
入

る
風
呂
は
ま
た
格
別
で
し
た
▼
紙
面

の
通
り
、
市
民
・
行
政
の
力
強
い
後
押

し
を
受
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ

れ
、
こ
の
沖
ノ
島
の
認
知
度
が
上
が

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
月
末
に
は
年

に
一
度
の
「
沖
津
宮
現
地
大
祭
」
も
斎

行
さ
れ
ま
す
。
神
徳
宣
揚
と
い
う
神

職
の
立
場
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
出
来

る
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
。

(
M
.
o
)

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

剪
定
の
音
を
違
へ
て
親
子
た
り

宗
像
市
光
岡
白
土
凌

春
の
空
吾
胸
痛
む
友
去
り
て

ブ
凹
回

匂
麗
品
集
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